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教育・研究業績書              
講座名  
皮膚科学   

＜教員の紹介＞ 

教   授 山 﨑 雙 次     講   師 濱   直 人(学外派遣中) 
教   授 簱 持   淳      

 准 教 授 濱 﨑 洋一郎      
 講   師 栗 原 みどり(学外派遣中)  
講   師 並 河 弘 美 

Ⅰ 教 育 活 動                                                         

    教育実践上の主な業績    年 月            概     要 

① 教育内容 ・ 方法の工夫 （授業評価を含む）                                           

1. 学生の授業参加意識の向上の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 学生の授業参加意識の向上の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 学生による授業評価の活用 

2004年 5月～現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004年 5月～現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004年 5月～現在 

皮膚科学講座は 3学年の皮膚の系統講義 13単位、

アレルギー・膠原病・感染と免疫 3 単位、4 学年

の症例演習 4単位、症候学・検査医学・治療学 3

単位、6 学年の皮膚・頭頸部疾患 3 単位、画像診

断 1単位を受け持っている。私たちは共通して各

授業に皮膚の視覚教材を積極的に活用し、どうし

てそのような皮膚症状がおこるのかというメカ

ニズムやその診断に至った経緯など学生に興味

と親近感を持たせ、学習意欲を高めるように努力

してきた。 

 

また臨床科における教育の最も重要な部分が BSL

であると考え、BSLに力を入れている。BSL（5学

年）では病棟実習、外来実習、クルズス、皮膚手

術見学を行うが、特に外来実習では、あらかじめ

新患の患者様に了承を得た上で学生に自分で実

際に患者様に接し、予診をとり、診察を体験する

機会を与える。そして後に担当医が患者様を診察

する際に、プレゼンテーションさせるという方法

で、学生に診療に実際に参加させ、自分の目で皮

疹を観察し、診察を実際に経験しながら皮膚病の

診断を考察させるようにしてきた。 

 

毎学期授業終了後に行われる授業評価アンケー

トの結果に基づいて授業の理解度と授業方法が

適切であるか否かを確認し、次学期以降の授業内
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容・方法の改善に役立てている。 

 

 

② 作成した教科書、教材、参考書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 教育方法・教育実践に関する発表、講演・その他教育活動上特記すべき事項 
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教育・研究業績書         
講座名 

皮膚科学 

職名 

教授 

氏名 

山﨑 雙次 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1972年 3月～現在 

1980年 4月～現在 

1992年 4月～現在 

2003年 8月～現在 

1983年 4月～現在 

1990年 4月～現在 

日本皮膚科学会代議員 

日本研究皮膚科学会評議員 

皮膚脈管膠原病研究会会員 

日本褥瘡学会（関東甲信越支部）員 

日本悪性腫瘍学会員 

日本皮膚科学会栃木地方会長 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

和文 

1.  山﨑雙次:  肉芽腫症．飯塚一，大塚藤男，宮地良樹編集，NEW皮膚科学，南江堂, pp.155-160,2004. 

2. 山﨑雙次:  Hartnup disease．玉置邦彦総編集，最新皮膚科学大系特別巻 2，皮膚科症候群， 中山書店, 

pp.154-155, 2004. 

3. 山﨑雙次:  progeria．玉置邦彦総編集, 最新皮膚科学大系特別巻 2，皮膚科症候群，中山 書店, pp.286-287, 

2004. 

4. 山﨑雙次:  皮膚科診断学ならびに治療学.  山﨑雙次， 山本浩嗣， 山根源之編集，歯科医のための皮膚科学, 第

2版,  医歯薬出版,  pp.9-13, 2004. 

5.  栗原みどり:  紫斑病.  山﨑雙次,  山本浩嗣,  山根源之編集， 歯科医のための皮膚科学，第 2版, 医歯薬出版,  

pp.31-34, 2004. 

6.  木根淵明:  血行障害・物理的化学的障害． 山﨑雙次， 山本浩嗣， 山根源之編集， 歯科医のための皮膚科学， 

第 2版,  医歯薬出版,  pp.35-38, 2004. 

7. 佐藤まどか:  角化症・炎症性角化． 山﨑雙次， 山本浩嗣， 山根源之編集， 歯科医のための皮膚科学， 第 2版,  

医歯薬出版, pp.51-53, 2004. 

8.  山﨑雙次:  膠原病.  山﨑雙次，山本浩嗣，山根源之編集，歯科医のための皮膚科学,  第 2 版，医歯薬出版,  

pp.54-61, 2004. 

9.  宮本由香里:  母斑.  山﨑雙次,  山本浩嗣,  山根源之編集， 歯科医のための皮膚科学， 第 2版, 医歯薬出版,    

pp.66-69, 2004. 

10. 橋壁道雄:  細菌性皮膚疾患.  山﨑雙次,  山本浩嗣,  山根源之編集，歯科医のための皮膚科学，第 2版,  医歯

薬出版,  pp.98-104, 2004. 

11. 山崎雙次:  うっ滞性脂肪織炎(stasis panniculitis)に対するステロイド少量内服療法.  西岡清編,  皮膚科診

療のコツと落とし穴,  中山書店,  pp.123, 2006. 

12. 山崎雙次:  脂漏性角化症に対する液体窒素療法.  西岡清編,  膚科診療のコツと落とし穴, 中山書店,  pp.147, 

2006. 
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【原 著】 

欧文 

1. Sato M, Shegogue D, Hatamochi A, Yamazaki S, Trojanowska M: Lysophoshatidic acid inhibits  TGF-ß-mediated 

stimulation of type I collagen mRNA stability via an ERK-dependent pathway in dermal fibrolasts.  Matrix 

Biol  23: 353-61, 2004. 

2. Hama N. Ohtsuka T. Yamazaki S:  Elevated amount of human papillomavirus 31 DNA in a squamous cell carcinoma 

developed from bowenoid papulosis.  Dermatology  209: 329-32, 2004. 

3. Ohtsuka T, Yamazaki S:  Prevalence of human parvovirus B19 component NS1 gene in patients with 

Henoch-Schonlein purpura and hypersensitivity vasculitis.  Br J Dermatol  152: 1080-1081, 2005． 

4. Ohtsuka T, Yamazaki S:  Altered prevalence of human parvovirus B19 component genes in systemic sclerosis 

skin tissue.  Br J Dermatol  152: 1078-1080, 2005． 

5. Kitamura Y, Sato M., Hatamochi A., Yamazaki S:  Necrolytic migratory erythema without glucagonoma 

associated with hepatitis B.  Eur J Dermatol  15: 49-51, 2005． 

6.  Hama N,Ohtsuka T, Yamazaki S:  Squamous cell carcinoma of the penis in a man with a human papilloma  Virus 

1Infection .  J Dermatol  32: 534-40, 2005. 

7.  Hama N, Ohtsuka T, Yamazaki S:  Immunohistochemical study of cytokeratin related protein expression  in 

patients with trichilemmal tumors and squamous cell carcinoma of the skin. Dokkyo J Med Sci 32: 7-12, 

2005. 

8.  Hashikabe M, Ohtsuka T, Yamazaki S:  Quantitative echographic analysis of photochemotherapy on systemic 

sclerosis Skin. Arch Dermatol Res  296: 522-527,2005. 

9.  Hama N, Ohtsuka T, Yamazaki S:  Detection of mucosal human papilloma virus DNA in bowenoid papulosis, 

Bowen's disease and squamous cell carcinoma of the skin.  J Dermatol.  33: 331-337, 2006. 

10.  Suzuki T, Ikeda H, Hamasaki Y, Hatamochi A, Yamazaki S:  Syringocystadenoma papilliferum associated with 

apocrine poroma..  J Dermatol  33: 249-251, 2006. 

11. Ohtsuka T, Okita H,Hama N,Yamazaki S:  Novel mutation in ATP2C1 gene in a Japanese patient with 

Hailey-Hailey disease.  Dermatology  212: 194-197, 2006. 

12. Ohtsuka T,Yamazaki S:  Prevalence of human cytomegalovirus DNA in scleroderma skin tissue. Int J Dermatol 

45: 86-87, 2006 

13. Hatamochi A, Sasaki T, Kawaguchi T, Suzuki H, Yamazaki S: A novel point mutation in the gene encoding 

capillary morphogenesis protein 2 in a Japanese patient with juvenile hyaline fibromatosis.  Br J Dermatol  

157: 1037-1039, 2007. 

14. Kitamura Y, Hatamochi A, Hamasaki Y,  Ikeda H, Yamazaki S: Association between eosinophilic fasciitis 

and systemic lupus erythematosus.  J Dermatol  34: 150-152, 2007. 

 

和文 

1. 鈴木弘美, 籏持淳, 伊藤幸恵, 彭志中, 橋壁道雄, 濱崎洋一郎, 山崎雙次:  当科における難治性円形脱毛症に対

するsquaric acid dibutylester(SADBE)外用療法.  日本臨床皮膚科医会雑誌  23: 100-104, 2006. 

2.  林伸和, 赤松浩彦, 岩月啓氏, 黒川一郎, 幸野健, 谷岡未樹, 日高良子, 古川福実, 山崎修, 山崎雙次, 山本有
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紀, 宮地良樹, 川島眞, 日本皮膚科学会尋常性ざ瘡治療ガイドライン策定委員会．日本皮膚科学会雑誌 118: 

1893-1923, 2008 

 

【症例報告】 

欧文 

1.  Sato M, Sohara M, Kitamura Y, Hatamochi A, Yamazaki S:  Ichthyosiform mycosis fungoides: report of a case 

associated with IgA nephropathy.   Dermatology  210: 324-328, 2005. 

2.  Ikeda H, Hatamochi A, Okita H, Yamazaki S:  Cardio-facio-cutaneous syndrome: two cases in the same 

generation. J Dermatol  32: 909-913, 2005. 

3.  Hiromi Suzuki, Atsushi Hatamochi, Masaki Horie, Toshihiro Suzuki and Soji Yamazaki:  A case of 

Angiolymphoid Hyperplasia with Eosinophilia(ALHE) of the Upper Lip.  J Dermatol  32: 991-995, 2005. 

4.  Ito S, Hatamochi A, Yamazaki S:  A case of confluent and reticulated papillomatosis that successfully 

responded to roxithromycin.  J Dermatol  33: 71-72, 2006. 

 

和文 

1.  木根淵明, 山﨑雙次:  リンゴによる口腔アレルギー症候群の 1例. 皮膚科の臨床 46: 1699-1700,2004. 

2.  小関邦彦, 籏持淳, 山崎雙次:  両側非対称性帯状疱疹の 1例.  皮膚科の臨床  47: 442-444, 2005. 

3.  木根淵明, 山崎雙次:  血清KL-6,SP-D値を頻回に計測した急性間質性肺炎を伴った皮膚筋の 1例.皮膚科の臨床

47: 163-167, 2005. 

4.  伊藤幸恵, 籏持淳, 栗原利之, 山崎雙次:  エテンザミドによる多発性固定薬疹の 1 例． 日本皮膚アレルギー学

会雑誌  13: 134-137, 2005. 

5.  川村由美, 橋壁道雄, 五月女聡浩, 籏持淳, 山崎雙次:  Chronic Actinic Dermatitisの 3 例.  西日本皮膚科  

68: 487-490, 2006. 

6. 五月女聡浩, 濱崎洋一郎, 北村洋平, 川村由美, 彭志中, 籏持淳, 山崎雙次:  下腿潰瘍を契機に診断された原発

性シェーグレン症候群の 1例.  西日本皮膚科  68: 626-629, 2006. 

7. 林周次郎, 籏持淳, 五月女聡浩, 木根淵明, 橋壁道雄, 山崎雙次:  特発性後天性全身性無汗症の 1例.  臨床皮膚

科  61: 158-161, 2007. 

8.  蘇原しのぶ, 宮本由香里, 沖田博, 籏持淳, 山崎雙次:  皮膚腺病の 1例.  皮膚科の臨床  49: 137-138, 2007. 

9. 田中掌子, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次:  結節性病変を形成したコレステロール結晶塞栓症の 1例.  臨床皮膚

科  61: 20-22, 2007. 

10. 籏持淳, 五月女聡浩, 濱直人, 沖田博, 濱崎洋一郎, 山崎雙次, 宮本由香里：メキシレチンによる薬剤性過敏症

症候群の 1例．Dokkyo Journal of Medical Sciences  35: 109-112, 2008 

11. 嶋岡弥生, 籏持淳, 山崎雙次, 鹿島隆一, 戸田正夫： Werner症候群．皮膚病診療 30: 1265-1268, 2008 

12. 石黒恵美子, 石川里子, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次： 塩酸メキシレチンによる固定薬疹の 1例．63: 23-25, 

2009 

13. 倉持益枝, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次：先天性第 4趾爪甲前方彎曲症の 1例． 臨床皮膚科 63: 45-47, 2009 

14. 林周次郎, 籏持淳, 濱崎洋一郎, 笠井喜久雄, 山崎雙次: Hertoghe徴候を呈した橋本病の 1 例. 皮膚科の臨床 

51: 106-107, 2009 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?db=pubmed&cmd=Search&itool=pubmed_Abstract&term=%22Sato+M%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?db=pubmed&cmd=Search&itool=pubmed_Abstract&term=%22Sohara+M%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?db=pubmed&cmd=Search&itool=pubmed_Abstract&term=%22Kitamura+Y%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?db=pubmed&cmd=Search&itool=pubmed_Abstract&term=%22Hatamochi+A%22%5BAuthor%5D
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?db=pubmed&cmd=Search&itool=pubmed_Abstract&term=%22Yamazaki+S%22%5BAuthor%5D
javascript:AL_get(this,%20'jour',%20'Dermatology.');
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15. 小池雅人, 濱崎洋一郎, 小川恩, 嶋岡弥生, 古谷野さとみ, 堀江正樹, 鈴木利宏, 籏持淳, 山崎雙次, 泉美貴：踵

部に生じたclear cell eccrine carcinomaの 1例. Skin Cancer 23:394-399, 2009 

16. 小田佐智子, 沖田博, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次： 小児に発生したMobile Encapsulated Lipomaの 1例. 西

日本皮膚科 71: 30-32, 2009 

17. 富澤敦子, 平間記子, 服部良之, 鈴木國弘, 岡安寿江, 服部幸子, 笠井麻紀子, 嶋岡弥生, 籏持淳, 山崎雙次, 

平石秀幸, 下田貢, 窪田敬一, 笠井貴久男：ピオグリタゾンが著効を呈したが後に膵癌を発症し死亡したウェル

ナー症候群の 1例. Diabetes Journal  37: 13-17,2009 

18. 濱直人, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次： 後頸三角部におけるリンパ節生検時に副神経損傷をきたした 1例. 日

本皮膚科学会雑誌 119: 887-891, 2009 

19. 蘇原しのぶ, 籏持淳, 古谷野さとみ, 濱崎洋一郎, 山崎雙次： ミノサイクリン塩酸塩が奏効した角層下膿疱症の

1例. 臨床皮膚科 63: 381-384, 2009 

20. 林周次郎, 伊藤幸恵, 並河弘美, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次, 梅津英夫, 石濱洋美, 三好新一郎： エルロチ

ニブ投与中にざ瘡様皮疹を呈した 1例. 皮膚科の臨床 51: 704-705, 2009 

 

【総  説】 

 

【そ の 他】 

和文 

1. 山﨑雙次:  紫外線によるシミそばかす，『教えてドクター』CRT栃木放送（ラジオ），2004, 8, 20. 

2. 山﨑雙次: 紫外線対策についてと皮膚ガンについて（１）. 栃木放送. . 2007.8.10. [ラジオ] 

3. 山﨑雙次: 紫外線対策についてと皮膚ガンについて（１）. 栃木放送. . 2007.8.11. [ラジオ] 

4. 山﨑雙次: 紫外線対策についてと皮膚ガンについて（２）. 栃木放送. . 2007.8.17. [ラジオ] 

5. 山﨑雙次: 紫外線対策についてと皮膚ガンについて（２）. 栃木放送. . 2007.8.18. [ラジオ] 
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教育・研究業績書         
講座名 

皮膚科学 

職名 

教授 

氏名 

籏持  淳 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1988年 4月～現在 

1988年 4月～現在 

1994年 4月～現在 

1997年 1月～現在 

2000年 4月～現在 

2003年 2月～現在 

2008年 4月～現在 

2008年 9月～現在 

2009年 4月～現在 

日本研究皮膚科学会評議員 

日独皮膚科学会員 

日本結合組織学会評議員 

強皮症研究会議 幹事 

日本皮膚科学会代議員 

皮膚脈管膠原病研究会会員 

日本褥瘡学会（関東甲信越支部）員 

日本呼吸器学会員 

日本皮膚悪性腫瘍学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

和文 

1.  籏持淳：膠原病患者に見られる皮膚病変．全国膠原病友の会栃木県支部 玉木朝子 編集，SSK膠原栃木 増刊通 

 巻 2375号 患者と家族のための手引書，身体障害者団体定期刊行物協会 pp.96-103,2004. 

2. 籏持淳：Beckwith-Wiedermann Syndrome  最新皮膚科学大系 特別巻 2 玉置邦彦他編 中山書店, 東京, pp41-42   

2004. 

3. 籏持淳：鶏眼（うおのめ），胼胝（たこ）．渡辺晋一，滝川雅浩 編，皮膚疾患最新の治療 2005-2006，南江堂， 

pp.130,2004. 

4.  籏持淳：全身性強皮症. 瀧川雅浩他編, 皮膚疾患最新の治療 2007-2008, 南江堂, pp,76-77, 2006. 

5.  籏持淳：真皮結合組織疾患へのアプローチ.片山一朗他編, 皮膚科学, 文光堂, pp,435-438, 2006. 

6.  籏持淳：先天性結合組織代謝異常症. 片山一朗他編, 皮膚科学, 文光堂, pp,438-445,2006. 

7.  籏持淳：形成異常症. 片山一朗他編, 皮膚科学, 文光堂, pp,445-446,2006. 

8.  籏持淳：皮膚萎縮症. 片山一朗他編, 皮膚科学, 文光堂, pp,446-454,2006. 

9.  籏持淳：穿孔性皮膚症. 片山一朗他編, 皮膚科学, 文光堂, pp,454-455,2006. 

10.  籏持淳：限局性強皮症. 瀧川雅浩他編, 皮膚疾患最新の治療 2009-2010, 南江堂, pp,80, 2008. 

11. 籏持淳：Ehlers-Danlos症候群. 宮地良樹, 古川福実編, 皮膚疾患診療実践ガイド第 2版, 文光堂, 

pp,755-756,2009. 

12. 籏持淳：Marfan症候群. 宮地良樹, 古川福実編, 皮膚疾患診療実践ガイド第 2版, 文光堂, pp,756-757,2009. 

13. 籏持淳：その他の皮膚形成異常.宮地良樹, 古川福実編, 皮膚疾患診療実践ガイド第 2版, 文光堂, 

pp,757-758,2009. 

14.籏持淳 ：穿孔性皮膚疾患 . 宮地良樹 , 古川福実編 , 皮膚疾患診療実践ガイド第 2 版 , 文光堂 ,        

pp,759-760,2009. 
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【原 著】 

欧文 

1. Sato M, Shegogue D, Hatamochi A, Yamazaki S, Trojanowska M: Lysophosphatidic acid inhibits TGF-beta-mediated 

stimulation of type I collagen mRNA stability via an ERK-dependent pathway in dermal fibroblasts. Matrix 

Biol 23: 353-361,  2004 . 

2. Wu J, Hatamochi A: Acrogeria with decreased gene expression of alpha1 (I) and alpha1 (III) collagen in 

cultured dermal fibroblasts. J Dermatol31: 535-539, 2004 . 

3. Mendoza-Londono R, Lammer E, Watson R, Harper J, Hatamochi A, Hatamochi-Hayashi S, Napierala D, Hermanns 

P, Collins S, Roa BB, Hedge MR, Wakui K, Nguyen D, Stockton DW, Lee B: Characterization of a new syndrome 

that associates craniosynostosis, delayed fontanel closure, parietal foramina, imperforate anus, and skin 

eruption: CDAGS. Am J Hum Genet 77:161-168. 2005 . 

4. Kaneoya K, Momota Y, Hatamochi A, Matsumoto F, Arima Y, Miyachi Y,  Shinkai H, Utani A: Elastin gene 

expression in blepharochalasis. J Dermatol  32 :26-29, 2005 . 

5. Kitamura Y, Sato M, Hatamochi A, Yamazaki S: Necrolytic migratory erythema without glucagonoma associated 

with hepatitis B. Eur J Dermatol 15:49-51, 2005 . 

6. Suzuki T, IkedaH, Hamasaki Y, Hatamochi A, Yamazaki S: Syringocystadenoma papilliferum associated with 

apocrine poroma. J Dermatol33: 249-251, 2006 . 

7. Hatamochi A, Sasaki T, Kawaguchi T, Suzuki H, Yamazaki S: A novel point  mutation in the gene encoding 

capillary morphogenesis protein 2 in a Japanese patient with juvenile hyaline fibromatosis. Br J Dermatol 

  157:1037-1039, 2007 . 

8. Kitamura Y, Hatamochi A, Hamasaki Y, Ikeda H, Yamazaki S: Association between eosinophilic fasciitis and 

systemic lupus erythematosus. J  Dermatol 34:150-152, 2007 . 

9. Ishiguro E, Hatamochi A, Hamasaki Y, Ishikawa S, Yamazaki S: Successful treatment of granulomatous cheilitis 

with roxithromycin. J Dermatol 35: 598-600, 2008 . 

10. Kobayashi T, Hatamochi A, Kamada N, Matsue H, Shinkai H: Systemic lupus erythematosus with lichen 

planus-like eruptions associated with pericarditis. J Dermatol. 35: 306-307, 2008 . 

11. Shimaoka Y, Hatamochi A, Hamasaki Y, Suzuki H, Ikeda H, Yamazaki S : Discoid lupus erythematosus exacerbated 

by contact dermatitis caused by use of squaric acid dibutylester for topical immunotherapy in a patient 

   with alopecia areata. J Dermatol 35:151-153, 2008 . 

12. Akiyama M, Sakai K, Hatamochi A, Yamazaki S, McMillan JR, Shimizu H: Novel compound heterozygous nonsense 

and missens  ABCA12 mutations lead to nonbullous congenital ichthyosiform erythroderma. Br J Dermatol 

158: 864-867, 2008 . 

13. Ikeda H, Sunazuka T, Suzuki H, Hamasaki Y, Yamazaki S, Omura S, Hatamochi A : EM703, the new derivative 

of erythromycin, inhibits transcription of type I collagen in normal and scleroderma  fibroblasts. J 

Dermatol Sci 49: 195-205, 2008 . 

13. Shimaoka Y, Hatamochi A, Hamasaki Y, Shimura N, Arisaka O, Imai Y, Yamazaki S: Severe focal dermal 

hypoplasia in a female patient transmitted from a mildly affected mother. J Dermatol 36:181-183, 2009. 

14. Ishiguro T, Takayanagi N, Kawabata Y, Matsushima H, Yoshii Y, Harasawa K, Yamaguchi S, Yoneda K, Miyahara 
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Y, Kagiyama N, Tokunaga D, Aoki F, Saito H, Kurashima K, Ubukata M, Yanagisawa T, Sugita Y, Okita 

H, Hatamochi A: Ehlers-Danlos Syndrome with recurrent spontaneous pneumothoraces and cavitary lesion 

on chest X-ray as the initial complications.  Intern Med 48:717-722, 2009 . 

 

和文 

 1. 鈴木弘美, 籏持淳, 伊藤幸恵, 彭志中, 橋壁道雄, 濱崎洋一郎, 山崎雙次: 当科における難治性円形脱毛症に対

するsquaric acid dibutylester(SADBE)外用療法. 日本臨床皮膚科医会雑誌 23： 100-104,2006. 

 

【症例報告】  

欧文 

1.  Ikeda H, Hatamochi A, Okita H, Yamazaki S: Cardio-facio-cutaneous syndrome: two cases in the same         

generation. J Dermatol 32: 909-913, 2005 . 

2.  Sato M, Sohara M, Kitamura Y, Hatamochi A, Yamazaki S: Ichthyosiform mycosis fungoides: report of a case 

associated with IgA nephropathy. Dermatology 210:324-328, 2005 . 

3.  Suzuki H, Hatamochi A, Horie M, Suzuki T, Yamazaki S: A case of angiolymphoid hyperplasia with eosinophilia 

(ALHE) of the upper lip. J Dermatol32:991-995, 2005 . 

4.  Ito S, Hatamochi A, Yamazaki S: A case of confluent and reticulated papillomatosis that successfully  

responded to roxithromycin. J Dermatol33:71-72, 2006 . 

5.  Horie M, Hatamochi A, Yamazaki S, Izumi M, Mukai K: A case of cutaneous leiomyosarcoma with overexpression     

of KIT: do CD117 (KIT)-positive primary gastrointestinal stromal tumours of the skin exist? Br J Dermatol 

   154: 1013-1016, 2006 . 

6.  Shimaoka Y, Hatamochi A, Hamasaki Y, Yamazaki S, Hiraishi H, Hattori Y, Kasai K, Shimoda M, Kubota K, Imai   

Y: Case of Werner's syndrome with pancreatic carcinoma. J Dermatol 34: 674-676, 2007 . 

 

和文 

1.  小田佐智子, 伊藤幸恵, 籏持淳, 山崎雙次:  扁桃摘出術により胸鎖関節部痛が著明に軽快した掌蹠膿疱症の 1

例.  皮膚科の臨床  49: 406-407, 2007. 

2.  鈴木利宏, 吉田隆洋, 籏持淳, 山崎雙次, 梶谷ゆかり:  29 歳女性に発症した基底細胞癌の 1 例.  皮膚科の臨床  

49: 389-392, 2007. 

3.  林周次郎, 籏持淳, 五月女聡浩, 木根淵明, 橋壁道雄, 山崎雙次:  特発性後天性全身性無汗症の 1 例.  臨床皮

膚科  61: 158-161, 2007. 

4.  蘇原しのぶ, 宮本由香里, 沖田博, 籏持淳, 山崎雙次:  皮膚腺病の 1例.  皮膚科の臨床  49: 137-138, 2007. 

5.   田中掌子, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次:  結節性病変を形成したコレステロール結晶塞栓症の 1例.  臨床皮 

  膚科  61: 20-22, 2007.  

6.  田中掌子, 籏持淳, 濱崎洋一郎, 山崎雙次：ロキソニン(ロキソプロフェンナトリウム)による固定薬疹の 1

例：Journal of Environmental Dermatology and  Cutaneous  Allergology，1：59-62，2007. 

7.  嶋岡弥生, 籏持淳, 山崎雙次, 鹿島隆一, 戸田正夫：Werner症候群：皮膚病診療，30：1265-1268，2008. 

8.   籏持淳, 五月女聡浩, 濱直人, 沖田博, 濱崎洋一郎, 山崎雙次, 宮本由香里：メキシレチンによる薬剤性過敏症 

http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J04984
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01268
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症候群の 1例：Dokkyo Journal of Medical Sciences，35：109-112，2008. 

9.   五月女聡浩, 鈴木弘美, 彭志中, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次, 柳堀浩克, 金子史男：成人型肥満細胞症の２ 

   例：皮膚科の臨床，50，895-898，2008. 

10.  古谷野さとみ, 石川里子, 木根淵明, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次：小児帯状疱疹の 2例：皮膚科の臨床，50： 

 715-718，2008. 

11.  蘇原しのぶ, 籏持淳, 宮本由香里, 濱崎洋一郎, 山崎雙次：中枢神経症状を欠き皮膚症状から診断した結節性硬

化症の 1例：臨床皮膚科，62：484-486，2008. 

12. 林周次郎, 馬場安紀子, 塚原掌子, 小関邦彦, 北村洋平, 鈴木弘美, 池田秀幸, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 小池宰子, 

臼井恵太郎, 山崎雙次：自家接種により多発したスポロトリコーシスの 2例：臨床皮膚科，62：414-417，2008. 

13. 鶴見純也, 伊藤幸恵, 小田佐智子, 沖田博, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次：レボフロキサシン(クラビット)に

より麻痺性イレウスと薬疹を生じた 1例：臨床皮膚科，62：282-284，2008. 

14.  塚原掌子, 籏持淳, 濱崎洋一郎, 山崎雙次, 森脇真一：右内顆に有棘細胞癌を伴った色素性乾皮症D群の 1例：臨

床皮膚科，62：270-272，2008. 

15. 小川恩, 濱崎洋一郎, 古谷野さとみ, 籏持淳, 山崎雙次：胃切除とアルコール多飲が誘因と考えられたペラグラ

の 1例：臨床皮膚科，62：228-230，2008. 

15. 佐畑貴之, 津田聡, 山岸俊夫, 阿保昌樹, 実方一典, 青木洋子, 古庄知己, 籏持淳：習慣性の腸管破裂にて

Ehlers-Danlos症候群と判明した 1例：日本内科学会雑誌，98：852-854，2009. 

16. 蘇原しのぶ, 籏持淳, 古谷野さとみ, 濱崎洋一郎, 山崎雙次 ： ミノサイクリン塩酸塩が奏効した角層下膿疱症

の 1例，臨床皮膚科，63：381-384，2009. 

17. 濱直人, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次：後頸三角部におけるリンパ節生検時に副神経損傷をきたした 1例：日

本皮膚科学会雑誌，119：887-891，2009. 

18. 富澤敦子, 平間記子, 服部良之, 鈴木國弘, 岡安寿江, 服部幸子, 笠井麻紀子, 嶋岡弥生, 籏持淳, 山崎雙次, 

平石秀幸, 下田貢, 窪田敬一, 笠井貴久男：ピオグリタゾンが著効を呈したが後に膵癌を発症し死亡したウェル

ナー症候群の 1例： Diabetes   Journal： 糖尿病と代謝，37：13-17，2009. 

19. 倉持益枝, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次：先天性第 4趾爪甲前方彎曲症の 1例：臨床皮膚科，63：45-47，2009. 

 

【総 説】 

和文 

1. 籏持淳： 加齢に伴う皮膚の変化—細胞外マトリックスの変化を中心にー. Dokkyo J Med Sci  35:227-236,2008. 

2. 籏持淳： Ehlers-Danlos 症候群—最近の進歩. 皮膚病診療 30：1214-1224, 2008. 

 

【そ の 他】 

和文 

1.   籏持淳： 水虫について，『教えてドクター』CRT栃木放送（ラジオ），2004.8.27 

2.   籏持淳:  Snowboarderのためのアカデミック講座「紫外線が皮膚に与える影響」.  SnowBoarder,  6: 2005． 

3.   鈴木弘美, 籏持淳： 日経メディクイズ：Nikkei Medical 6: 83-84, 2005. 

4.   籏持淳:  誌上健康相談室～水虫篇、サラリーマンの大敵、水虫の予防と対策.  とちぎエリア経済・社会・情報 

    誌  BIT  6: 2005． 

http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J04516
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01266
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01266
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01159
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01174
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01174
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J00781
http://www.jamas.or.jp/user/database/Search/detail/scode/J01559
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5.   籏持淳:  誌上健康相談室～大人のアトピー篇その 1～ついつい掻いてしまうイライラする痒み. とちぎエリア 

    経済・社会・情報誌 BIT  8: 2005． 

6.   籏持淳:  誌上健康相談室～大人のアトピー篇その 2～ついつい掻いてしまうイライラする痒み. とちぎエリア 

経済・社会・情報誌  BIT  9: 2005． 

7.   籏持淳: 水虫について. 栃木放送. . 2007.8.24. [ラジオ] 

8.   籏持淳: 水虫について. 栃木放送. . 2007.8.25. [ラジオ] 

9.   籏持淳: 脱毛症について. 栃木放送. . 2007.8.31.[ラジオ] 

10.  籏持淳: 脱毛症について. 栃木放送. . 2007.9.1. [ラジオ] 
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教育・研究業績書         
講座名 

皮膚科学 

職名 

准教授 

氏名 

濱崎 洋一郎 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1983年４月～現在 

1991年４月～現在 

日本皮膚科学会員 

日本皮膚病理組織学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 
 

【著 書】 
和文 

1.濱崎洋一郎：14内分泌代謝異常症（3.類脂質蛋白,4.核酸,5.電解質,6.ビタミン）.皮膚科学，片山一郎・土田哲也・

橋本隆・古江増隆・渡辺晋一編，424-434，文光堂，東京，2006. 

2.濱崎洋一郎：36 皮膚と全身疾患（12.骨関節疾患と皮膚疾患, 14.妊娠と皮膚の変化・皮膚疾患,18.特徴的徴候（現

象）と皮膚疾患），皮膚科学，片山一朗・土田哲也・橋本隆・古江増隆・渡辺晋一編，776-780，783-786，794-797，

文光堂，東京，2006. 

3.濱崎洋一郎：好酸球性筋膜炎（shulman症候群），眼で見るアレルギー性皮膚疾患，片山一朗・古川福実編，201-203，

南山堂，東京，2007. 

4.濱崎洋一郎：持久性隆起性紅斑，皮膚科診療カラーアトラス体系第２巻，鈴木啓之・神崎保編，106，講談社，東京，

2008. 

 

【原 著】 
欧文 

１．Nomura M, Hamasaki Y, Katayama I, Abe K, Niikawa N, Yoshiura K: Eosinophil infiltration in three patients 

with generalized atrophic benign epidermolysis bullosa from a Japanese family: molecular genetic and 

immunohistochemical studies. J Hum Genet 50:483-489,2005. 

２．Murota H, Muroi E, Yamaoka T, Hamasaki Y, Katayama I: Successful treatment with regimen of intravenous 

gammaglobulin and cyclophosphamide for dermatomyositis accompanied by interstitial 

pneumonia,opportunistic infection and steroid psychosis. Allergology International 55:199-202,2006. 

３．Kitamura Y, Hatamochi A, Hamasaki Y, Ikeda H, Yamazaki S: Association between eosinophilic fasciitis and 

systemic lupus erythematosus. J Dermatol 34:150-152,2007. 

４．Shimaoka Y, Hatamochi A, Hamasaki Y,Yamazaki S,Hiraishi H, Hattori Y, Kasai k, Shimoda M, Kubota K,Imai 

Y:Case of Werner’s syndrome with pancreatic carcinoma. J Dermatol 34:674-676,2007. 

５．Ikeda H, Sunazuka T, Suzuki H, Hamasaki Y, Yamazaki S, Omura S, Hatamochi A: EM703, the new derivative 

of erythromycin, inhibits transcription of type I collagen in normal and scleroderma fibroblasts.J Dermatol 
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Sci 49:195-205,2008.  

６．Murota H, Bae S, Hamasaki Y, Maruyama R, Katayama I: Emedastine Difumarate Inhibits histamine-induced 

collagen synthesis in dermal fibroblasts. J Investig Allergol Clin Immunol 18:245-252,2008. 

７．Ishiguro E, Hatamoti A, Hamasaki Y, Ishukawa S, Yamazaki S: Successful treatment of granulomatous cheilitis  

with roxithromycin. J Dermatol 35:598-600,2008. 

８．Shimaoka Y, Hatamoti A, Hamasaki Y, Suzuki H, Ikeda H, Yamazaki S: Discoid lupus erythematosus exacerbated 

by contact dermatitis caused by use of squaric acid dibutylester for topical immunotherapy in a patient 

with alopecia areata. J Dermatol 35:151-153,2008. 

 

【症例報告】  
和文 

１．五月女聡浩，濱崎洋一郎，北村洋平，川村由美，彭志中，籏持淳，山﨑雙次：下腿潰瘍を契機に診断された原発

性シェーグレン症候群の１例．西日本皮膚 68：626−629，2006． 

２．鈴木弘美，濱崎洋一郎，石川里子，籏持淳，山﨑雙次，柳堀浩克，金子史男：c-kit遺伝子変異を認めた成人型肥

満細胞症．皮膚臨床 48：596−597，2006． 

３．鈴木弘美，濱崎洋一郎，小田佐知子，鶴見純也，籏持淳，山﨑雙次：Juvenile temporal arteritis with eosinophilia

の１例．皮膚臨床 48：1675−1678，2006． 

４．田中掌子，濱崎洋一郎，籏持淳，山﨑雙次：結節病変を形成したコレステロール結晶塞栓症の１例．臨床皮膚 61：

20-22，2007. 

５．石黒恵美子，濱崎洋一郎，二階堂恵子，石川里子，籏持淳，山﨑雙次，清水裕晶，松村美穂子：原発性Ⅴ型高脂

血症に生じ急性膵炎を合併した発疹性黄色腫の１例．臨床皮膚 61：967−970，2007． 

６．小川恩，濱崎洋一郎，古谷野さとみ，籏持淳，山﨑雙次：胃切除とアルコール多飲が誘因と考えられたペラグラ

の１例．臨床皮膚 62：228−230，2008． 

７．倉持益枝，濱崎洋一郎，籏持淳，山﨑雙次：先天性第４趾爪甲前方彎曲症の１例．臨床皮膚 63：45−47，2009． 

８．石黒恵美子，濱崎洋一郎，石川里子，籏持淳，山﨑雙次：糖尿病を合併し四肢の板状硬結を示した皮下型サルコ

イドーシス．皮膚臨床.51:733−736，2009． 

 

【総 説】 
和文 

１．濱崎洋一郎：紅斑の見られる皮膚疾患 Sjögren症候群 円板状エリテマトーデス 出血性紅斑としての血管炎．皮

膚病診療 26，44 105 138，2004 
２．濱崎洋一郎：６.膠原病の皮膚症状 Sjögren症候群.日本医師会雑誌 134，S82-S83，2005. 

３．濱崎洋一郎：シェーグレン症候群で見られる紅斑．MB Derma 122，28-35，2007. 

 

【そ の 他】 
和文 

１．濱崎洋一郎：Derm.2009 膠原病でなく糖原病．臨床皮膚 63 2009年増刊号：149，2009． 
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教育・研究業績書         
講座名 

皮膚科学 

職名 

講師 

氏名 

栗原 みどり 

 

大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1997年７月～現在 日本皮膚科学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

和文 

1. 栗原みどり:  紫斑病.  山﨑雙次,  山本浩嗣,  山根源之編集， 歯科医のための皮膚科学，第 2版, 医歯薬出版,  

pp.31-34, 2004. 

【原 著】 

 

【症例報告】 

和文  

1. 栗原みどり, 大塚俊, 大塚勤, 山﨑雙次:  脂肪類壊死症様皮疹を呈したサルコイドーシスの 1 例.臨床皮膚科 

58: 47-49, 2004. 

2. 栗原みどり, 大塚俊, 山﨑雙次:  ゲフィチニブ（イレッサ®）による毛嚢炎様皮疹および爪囲炎の 1例.  臨床皮膚

科 58: 542-544, 2004. 

3. 石川里子, 栗原みどり, 大塚俊，山﨑雙次： Osler病の 1例．臨床皮膚科 58: 335-337, 2004 

4. 彭志中, 大塚勤, 籏持淳, 山崎雙次, 栗原みどり:  経皮的肝穿刺生検およびエタノール注入療法後に生じた肝細

胞癌の腹壁皮膚播種転移の 1例.  西日本皮膚科  67: 125-127, 2005. 

5. 栗原みどり, 石川里子, 大塚勤, 山崎雙次:  若年性脳梗塞を発症したFabry病の 1例.  臨床皮膚科  59: 54-156, 

2005. 

6.石川里子, 栗原みどり, 上田善彦，大塚勤, 籏持淳, 山崎雙次： 成人型のmastocytosisの 1例. 116: 335, 2006. 

 

【総 説】 

 

【そ の 他】 
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教育・研究業績書         

講座名 

皮膚科学 

職名 

講師 

氏名 

並河 弘美 

 

大学院の研究指導担当資格  有  

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

2002年 4月～現在 

2004年 4月～現在 

日本皮膚科学会員 

日本研究皮膚科学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

1. 鈴木弘美:エリスロマイシンおよびその新しい誘導体EM201のヒト皮膚真皮由来培養線維芽細胞のⅠ型コラーゲン産

生に及ぼす影響. Dokkyo Journal of medical Sciences35:T83～T91,2008. 

【著 書】 

 

【原 著】 

欧文 

1. Hatamochi A, Sasaki T, Kawaguchi T, Suzuki H, Yamazaki S: A novel point mutation in the gene encoding 

capillary morphogenesis protein 2 in a Japanese patient with juvenile hyaline fibromatosis. Br J Dermatol 

157: 1037-1039,2007. 

2. Ikeda H, Sunazuka T, Suzuki H, Hamasaki Y, Yamazaki S, Omura S, Hatamochi A: EM703, the new derivate of 

erythromycin, inhibits transcription of type Ⅰ collagen in normal and scleroderma fibroblast. J Dermatol 

Sci 49: 195-205, 2007. 

 

和文 

1.  鈴木弘美, 籏持 淳, 伊藤幸恵, 彭 志中, 橋壁道雄, 濱崎洋一郎, 山崎雙次: 当科における難治性円形脱毛症

に対するsquaric acid dibutylester(SADBE)外用療法. 日本臨床皮膚科医会雑誌 23: 100-104, 2006. 

 

【症例報告】  

欧文 

1. Suzuki H, Hatamochi A, Horie M, Suzuki T, Yamazaki S: A case of angiolymphoid hyperplasia with 

eosinophilia(ALHE) of the upper lip. J Dermatol 32: 991-995,2005. 

2. Shimaoka Y, Hatamochi A, Hamasaki Y, Suzuki H, Ikeda H, Yamazaki S: Discoid lupus erythematosus exacerbated 

by contact dermatitis caused by use of squaric acid dibutylester for topical immunotherapy in a patient 

with alopecia areata. J Dermatol 35: 151-153, 2008. 

 

和文 

1.  鈴木弘美, 沖田 博, 大塚 勤, 山崎雙次: 右示指に生じたarteriovenous malformationの１例. 臨床皮膚科 
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58: 168-170, 2004. 

2.  鈴木弘美, 籏持 淳, 橋壁道雄, 山崎雙次, 田村元彦, 石濱洋美, 三好新一郎: 肺癌に対するゲフィチニブ（イ

レッサ®）投与中に坐瘡様皮疹を呈した 6例. 西日本皮膚科 66: 599-601, 2004. 

 

3.  鈴木弘美, 濱崎洋一郎, 石川里子, 籏持 淳, 山崎雙次, 柳堀浩克, 金子史男: c-kit遺伝子変異を認めた成人型

肥満細胞症: 皮膚科の臨床 48: 596-597, 2006. 

4.  鶴見純也, 小林万利子, 鈴木弘美, 川村由美, 濱崎洋一郎, 籏持 淳, 山崎雙次: ラノリンによる接触皮膚炎を

伴った難治性下腿潰瘍の 1例: 臨床皮膚科 60: 914-916,2006. 

5.  鈴木弘美, 濱崎洋一郎, 小田佐智子, 鶴見純也, 籏持 淳, 山崎雙次, 大塚 俊: Juvenile Temporal Arteritis 

with Eosinophiliaの 1例: 皮膚科の臨床 48: 1675-1678, 2006. 

【総  説】 

 

【そ の 他】 

和文 

1.鈴木弘美, 籏持 淳: 日経メディクイズ: Nikkei Medical 6: 83-84, 2005. 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 17 - 

教育・研究業績書         
講座名 

皮膚科学 

職名 

講師 

氏名 

濱  直人 

 

大学院の研究指導担当資格 有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

2000年 3月～現在 日本皮膚科学会員 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 

 

【著 書】 

 

【原 著】 

欧文 

1. Hama N. Ohtsuka T. Yamazaki S:  Elevated amount of human papillomavirus 31 DNA in a squamous cell carcinoma 

developed from bowenoid papulosis.  Dermatology  209: 329-32, 2004. 

2. Hama N,Ohtsuka T, Yamazaki S:  Squamous cell carcinoma of the penis in a man with a human papilloma Virus 

1Infection .  J Dermatol  32: 534-40, 2005. 

3. Hama N, Ohtsuka T, Yamazaki S:  Immunohistochemical study of cytokeratin related protein expression in 

patients with trichilemmal tumors and squamous cell carcinoma of the skin.  Dokkyo J Med Sci 32: 7-12, 

2005. 

4.  Hama N, Ohtsuka T, Yamazaki S:  Detection of mucosal human papilloma virus DNA in bowenoid papulosis, 

Bowen's disease and squamous cell carcinoma of the skin.  J Dermatol.  33: 331-337, 2006. 

5.  Ohtsuka T, Okita H,Hama N,Yamazaki S:  Novel mutation in ATP2C1 gene in a Japanese patient with 

Hailey-Hailey disease.  Dermatology  212: 194-197, 2006. 

 

【症例報告】  

和文 

1.  五月女聡浩, 濱直人, 大塚勤, 山崎雙次：組織学的に診断し得た痛風結節の 1 例.  日本皮膚科学会雑誌 114: 

1003, 2004. 

2.  籏持淳, 五月女聡浩, 濱直人, 沖田博, 濱崎洋一郎, 山崎雙次, 宮本由香里： メキシレチンによる薬剤性過敏症

症候群の 1例. Dokkyo Journal of Medical Sciences 35: 109-112, 2008. 

3.  小林万利子, 濱直人, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次, 柳田通： 腹部に生じた尖圭コンジローマの 1例. 日本皮

膚科学会雑誌 118：1749, 2008. 

4.  小池祐美, 岩川俊輝, 古谷野さとみ, 濱直人, 鈴木弘美, 鶴見純也, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次：増殖性天

疱瘡の 1例. 日本皮膚科学会雑誌 118: 2002, 2008. 
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5.  濱直人, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次: 医源性副神経損傷の 1例．日本皮膚科学会雑誌 118: 2261, 2008. 

6.  濱直人, 濱崎洋一郎, 籏持淳, 山崎雙次； 後頸三角部におけるリンパ節生検時に副神経損傷をきたした 1例. 日

本皮膚科学会雑誌 119: 887-891, 2009. 

 

【総 説】 

  

【そ の 他】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


